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‐Ｆ
官

ギ
月

だ

―

的

社た

田

環
境
◆健
康
◆社
会
責
献

他
と
は
違
う
「
５．
社
」

い
ま
や
環
境
問
題
に
取
り
組
ま
な
い
と
公
言
す
る
企
業
は
存
在
し
な
い
。

社
会
貢
献
と
は
無

縁
の
企
業
も
珍
し
い
。

そ
れ
だ
け
企
業
の
意
識
は
高
ま
っ
て
き
た
。

だ
が
、

同
業
他
社
も
や
っ
て
い

る
か
ら
と
か
、

世
の
中
の
流
れ
だ
か
ら
―
―
と
い
う
風
潮
が
多
い
の
も
事
実
だ
ず
」
ウ」
で
紹
介
す

る
日
米
欧
の
５‐
社
は
、

何
が
違
う
の
か
。　

　
　
　
　
（森
摂
、木

村
麻
紀
、取

材
協
力
・大
和
国
順
子
）

が

′々
一
・

竹 4 !

さ
い
た
ま
市
大
官
区
に
本
社
を
提
く
中
叫

リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
、

オ
ク
タ
は
塩
化
ビ
ニ
ル

の
壁
ク
ロ
ス
を

一
切
取
り
扱
わ
な
い
。

販
売

を
中
止
し
た
の
は

幌
年

９
月
の
こ
Ｌ
。

塩
化

ビ
ニ
ル
を
低
流
で
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
出
る
こ
と
や
、

可
理
剤
の
毒
性
を
書
籍
で

知

っ
た
社
長

（現
会
長
）
の
奥
田
い
さ
む
が
同

年

５
月
の
役
員
会
で
、

「有
毒
と
い
う
こ
と
を

知

っ
て
し
ま

っ
た
以
上
、

も
う
売
る
こ
Ｌ
は

で
き
な
い
」
と
問
題
提
起
し
た
。

主
力
製
品
か
ら
撤
退

社
内
か
ら
は

「昨
日
ま
で
良
い
と
言

っ
て

い
た
も
の
が
、

な
ぜ
急
に
ダ
メ
な
の
か
」
「塩

ビ
は
壁
紙
の
ｉ
力
。

売
り
■
げ
が
落
ち
な
い

か
」
な
ど
の
反
応
が
あ

っ
た
が
、

２
カ
月
の

テ
ス
ト
期
間
を
経
て
、

全
店
で
の
扱
い
停
止

を
決
め
た
。

代
わ
り
の
蟻
材
と
し
て

「韮
藻
■
」
や

「し

っ
く
い
」
「和
紙
」
の
販
売
を
始
め
た
。

昨
藻

ｉ
は
調
湿
効
果
、

脱
臭
効
果
に
優
れ
、

何
よ
り

消
費
者
の
健
康
を
損
ね
る
こ
と
は
な
い
。

単

価
は
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

４
０
０
０
～

４
５
０
０
円
。

一
般
的
な
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス

に
比
べ
て
３
倍
近
い
が
、

今
で
は

「壁
材
で

は
客
の
６
割
が
珪
藻
■
を
注
文
す
る
」
（社
長

の
山
本
拓
己
）
と
い
う
．

主
力
商
品
の
岐
先
を
中
止
す
る
の
は
勇
気

が
い
る
。

だ
が
、

こ
れ
を
き

つ
か
け
に

「
ユ
ー

ザ
ー
の
健
康
を
考
え
た
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
」

Ｌ
い
う
新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
す
こ
Ｌ
が

て
ま
た

／、ヤ
で
は
、

木
材
の
接
若
剤
Ｌ
し
て

「に

無添加リフォームを推進するオクタ社長の山本拓己。手前の瓶は土壁に使う材料のサンプルだ。(撮影 大洞博靖)
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延 コ
環境提 康・社会貢献― 地 とは違う時1社J良 心 が 経 営 を 変 え た

c a s e  l

米バーモント州バーリントンは、新しい汚水処理システムの建設や、自然環境資源保護など「持

続可能な地域社会の開発Jを地域ぐるみでおこなう街として有名だ。バーリントンやその郊外には

環境活動やCSR(企 業の社会責任)に熱心に取り組む企業も少なくない。その中から、セブンス・

ジエネレーションとグリーンマウンテン・コーヒーロロースターズの2社を紹介する。  (佐 藤 香)

か
わ
」
を
使
い
、

古
新
聞
を
再
生
し
た
断
熱
材

を
使
用
す
る
な
ど
の

「無
添
加
リ
フ
ォ
ー
ム
」

を
売
り
物
に
し
て
い
る
。

米
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
。ハ

タ
ゴ
ニ
ア
社

（本

社
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
）
も

９６
年
、

オ
ー
ガ

ニ
ツ
ク
で
は
な
い
コ
ッ
ト
ン
素
材
の
取
り
扱

い
を
止
め
、

す
べ
て
の
コ
ツ
ト
ン
素
材
を
オ

ー
ガ

ニ
ツ
ク
に
切
り
替
え
た
。

綿
は
害
虫
に

弱
く
他
の
作
物
よ
り
格
段
に
多
く
の
農
薬
を

必
要
と
す
る
た
め
環
境

へ
の
負
荷
が
高
い
か

ら
だ
。

当
時
、

パ
タ
ゴ

ニ
ア
で
は

コ
ツ
ト
ン
素
材

の
ス
ポ
ー
ジ
ウ

ェ
ア
が
総
売
上
高
の
２０
％
を

占
め
て
い
た
。

当
時
は
ま
だ
オ
ー
ガ

ニ
ツ
ク

綿
の
調
達
先
も
安
定
し
て
い
な
い
ば
か
り
か

価
格
も
高
か
っ
た
。

「費
用
が
高
く
な
る
こ
と

で
売
り
上
げ
と
利
益
が
ど
れ
だ
け
落
ち
込
む

か
、

見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
」
（創
業
者
の
イ

ブ
オ
ン
・
シ
ュ
イ
ナ
ー
ド
）
と
い
う
。

両
社
の
ケ
ー
ス
は
、

環
境
や
消
費
者

へ
の

健
康
に
悪
影
響
が
あ
る
商
品
を
、

そ
れ
が
主

力
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
止
し
た
と
い

う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。

大
き
な
リ
ス
ク

だ
っ
た
が
、

結
局
は
消
費
者
に
支
持
さ
れ
た
。

奥
回
は

軍
冗
上
高
や
社
員
数
が
増
え
る
だ
け

が
企
業
の
成
長
で
は
な
い
。

社
員
の
技
術
や

品
格
、

顧
客
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

だ
。

内
面
的
な
成
長
が

『持
続
可
能
な
経
営
』

に
つ
な
が
る
」
と
振
り
返
る
。

各
社
に
共
通
項
３
つ

環
境
問
題

へ
の
取
り
組
み
、

消
費
者
や
市

民
の
健
康
に
配
慮
す
る
企
業
活
動
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ

（企
業
の
社
会
貢
献
）、
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

（慈
善
事
業
）
―
―
。

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
重
視
す
る
企
業
が
こ
こ
数
年
、

急
速
に
増

え
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、

い
ま
や
環
境
問
題
に
取
り
組

ま
な

い
と

い
う
企
業
は
皆
無

に
等
し

い
。

Ｓ
Ｒ
Ｉ

（社
会
的
責
任
投
資
）
な
ど
、

投
資
の

面
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。

消
費
者
や

マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら
好
印
象
を
得
よ
う
と
思
え
ば
、

環
境
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
必
須
だ
。

だ
が
、

今
回
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
企
業

は
、

こ
う
し
た
世

の
中

の
環
境
ダ
ー
ム
や

Ｃ
Ｓ
Ｒ
ダ
ー
ム
に
表
層
的
に
乗
る
の
で
は
な

く
、

「良
心
」
を
も

っ
た
経
営
者
た
ち
自
身
が

セブンス・

ジェネレーション

88年 に創立されたセブンス ジ ェネレーシ

ョンは、食器用洗剤やスプレー式クリーナー

など家庭用自然用品の分野で全米 トップシェ

アを誇る。社名が 「私たちのこの決定が7世代

先まで影響を及ぼす」というネイティブアメ

リカンの掟に由来する通 り、数世代先の環境

を考慮した商品を中心に扱う。

環境や人体に悪影響を及ぼすリン酸や毒性

の物質を一切使用せず、微生物による自然分

解が可能な商品を販売する。一般の商品に比

べ高価なことから、主な購買者層は、アッパー

ミドルクラスの35～ 50歳の女性、いわゆる 「力

ルチュアル =クリエイティブ」たちだ。

同社は、自分たちの商品を表立って宣伝す

るのではなく、自社や他社の商品がどのよう

に環境に影響を及ぼすのか、また彼 らが取 り

組んできた製品に対する環境保護の成果など

をさまざまなツールを用いて顧客に教育する。

100%リ サイクルの紙を使用 したティッシ

ュ箱には、「全米の全家庭が本製品に一箱取り

替えるだけで、10万 3000本 の木を保護する

ことができ、6300ポ ンドもの汚染を回避する

ことができる」と印刷される。これにより顧客

の環境に対する意識を目覚めさせるというわ

けだ。さらに、同社のジェフリー ・ホレンダー

CEOが 自ら執筆 した本 「ナチュラリー ・クリ

―ン」を含む3冊の本の出版や、彼の講演、ま

た彼が運営するブログなども顧客との交流ツ

ールとなっている。

06年夏には、環境問題解決に向けた次世代

のリーダーを育てるために、18-24歳 まで

の学生100人 を対象とした1週間のプログラ

ムをワシントンDCで 開催 した。この教育 ト

レーニングは、環境保護団体グリーンピース

をパー トナーに、環境保護活動に携わる著名

人を招いて行われた。参加者の宿泊費や旅費

など費用はすべてセブンス ・ジェネレーショ

ンが支払つた。

製品品質 =技術ディレクターのマーチン・

ウルフ氏は 「こうした地道な教育が、顧客の

環境問題への意識を高めると同時に、会社の

商品への関心につながるはず」と話す。顧客

の大半は、自分たちの環境や健康はもちろん

のこと、自分の子供たちの世代を意識 して同

社の商品を購入し

ているという。企

業が顧客を教育し、

セブンスジェネレーションのトイレットペ
ーパーは1個99セント(約120円)する。

それを顧客が次世

代へと引き継 ぐ。

そんな環境と次世

代を考えた企業と

顧客との関係作り

を、同社の製品を

使用することで手

助けしているのだ

７
世
代
先
の
環
境
を
考
え
る

Apr 2007 No l

ろう。



アヴエダはバヌアツの島の子供たちに文房具などを供与した

動
き
、

経
営
の
根
幹
か
ら
変
革
を
遂
げ
た
と

こ
ろ
に
違
い
が
あ
る
。

彼
ら
を
取
材
す
る
と
、

次
の
三
つ
の
共
通
項
が
浮
か
び
上
が
る
。

①
　
創
業
者
や
経
営
者
自
身
が
、

環
境
問
題

や
社
会
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
高
い
意
識
を

も
ち
、

使
命
感
が
あ
る

②
　
ブ
ー
ム
や
時
流
に
流
さ
れ
ず
、

独
自
の

活
動
を
続
け
て
い
る
。

他
社
に
で
き
な
い

決
断
が
で
き
る

③
　
環
境
や
社
会
貢
献

へ
の
取
り
組
み
を
社

是
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
明
文
化
し
て
い
る

編
集
部
は
、

こ
れ
ら
の
条
件
に
合
致
し
、

他

と
は

一
線
を
画
し
た
経
営
で
あ
る
と
判
断
し

た
日
米
欧
の
企
業

５．
社
を
リ
ス
ト
化
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
の
企
業
は
あ
く
ま
で

一

部
で
あ
り
、

他
に
も
環
境
問
題
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に

casc 2

グリーンマウンテン・

コーヒー・ロースターズ

フェア トレー ド&オ ーガニックコーヒーの

代表格であるグリーンマウンテン・コーヒー ・

ロースターズ (GMCRl社Lフ ェアトレー ドとは、

生産者側が安い値段で作物を買い叩かれると

いう不公平な取引を阻止 し、生産者にとつて

公平な流通取引を支援するもの。その結果、生

産者が妥当な収入を得ることで彼らが自立 し

たり、農薬や化学肥料に頼らない作物を生産

したりと、持続可能な社会を目指すことがで

きる。

81年 創業当時、社員数わずか20人 だつた

のが、現在では700人 と急成長を遂げた。約

100種 類のコーヒーをスーパーやヨンビニエ

ンスス トアー、レス トランなどを含む約8000

の卸売業者に販売 し、さらに個人消費者にも

直接販売している。その商品の約30%が オー

ガニックやフェア トレー ドコーヒーを占める。

近年のオーガニック&フ ェア トレー ドコー

ヒー人気もあ り、2006年 の売上高は2億

2500万 ドル、前年比395%増 加した。同社は、

環境に優 しい製品を開発 ・販売する以外も、地

域社会団体や環境団体のサポー トや、税引き

前収益の最低5%を 寄付するなど、社会貢献に

積極的な姿勢を見せている。この点が評価され、

2006年には米ビジネス・エシックス誌 「ベスト

コーポレー ト・シチズン (企業市民)100社 」

の1位に選ばれた。

GMCRは 再生不能資源で作られていた紙コ

ップを廃止し、インターナショナル ・ペーパー

社と共同で開発 した自然素材を原料とした紙

コップを使用している。この紙コップは、トウ

モ回コシを用いたバイオプラステックが使用

されている。普通のプラステックとは異なり、

土中の微生物によつて水と二酸化炭素に分解

される。「開発で最も苦労した点は、この紙コ

ップを使用することによリコーヒーの品質を

落とさないようにすること。試験的に500万

個近い試作品を1年以上に渡って市場に流 し、

そしてようやく成功 した。」設備 ・工程技術担

当のポール ・コメイ氏は誇らしげに話す。

同社の環境への配慮は商品以外の部分にも

及′Sミ。梱包用のクッション材も、リサイクルさ

れた紙を破砕 したものから、使用済みのダン

ボールなどをシュレッダーにかけたものに変

えた。

同社は、他社とパー トナーシップを組むこ

とで、社会だけではなく他の企業に対 して影

響力を持とうとしている。米ニューイングラ

ンド地方のマク ドナル ドで、同社のオーガニ

ックコーヒー

を販売してい

るのもその一

つ。「どの よ

うに会社を経

営すべ きか、

上げた利益を

どのように社

会に還元すべ

きか。私たち

の行動と試み

が他企業に手

本として反映

されるはずだ」

(コメイ氏)。

尽

ス
ト
企
業
市
民
」
を
受
賞

前
向
き
に
取
り
組
む
企
業
は
少
な
く
な
い
。

「良
心
」
あ
る
経
営
者
は
昔
か
ら

い
た
。

１
９
１
６
年

（大
正

５
）
年
に
三
菱
合
資
会

社
社
長
に
就
任
し
た
岩
崎
小
開
太
は
創
業
者

爾
太
郎
の
甥
に
あ
た
り
、

一局
い
志
と
経
理
理

念
を
持
ち
、

一三
菱
グ

ル
ー
プ
の
礎
を
築
い
た

人
物
だ
。

小
爾
太
の
訓
示
を
元
に
つ
く
ら
れ
た
社
是

コ
三

綱
領
」
（所
期
奉
公
、

処
事
光
明
、

工工
業
貿
易
）

は
今
で
も
三
菱
グ

ル
ー
プ
の
新
入
社
員
に
叩

き
込
ま
れ
る
。

そ
し
て

「所
期
奉
公
」
の
訳
語

ドか
、

〇
〇
ヽ
■
〇
ヽ
い
市命
　
刃
ｏ
∽
ｏ
ｏ
停
∽
【げ
■
】キ】
　
市〇

∽
ｏ
ｏ
村
ギ

（社
会

へ
の
企
業
責
任
）
で
あ

っ
た

こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

今
か
ら

９０
年
前
の

こ
と
だ
。

バイオプラステツクの紙コップ



/米 国
醒 翼

環境提 康・社    と は違う略1社J良 心 が 経 営 を 変 え た

米
バ
ー
モ
ン
ト
州
バ
ー
リ
ン
ト
ン
に
本
社

を
置
く
家
庭
用
品
メ
ー
カ
ー
、

「
セ
ブ
ン
ス
・

ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
社
は
、

社
名
そ
の
も
の

が
環
境
問
題

へ
の
意
識
を
表
し
て
い
る
。

セ

ブ
ン
ス
・
ジ

エ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
７
つ
目
の

世
代
と
い
う
名
前
は
、

「私
た
ち
の
こ
の
決
定

が

７
世
代
先
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
い
う

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
掟
に
由
来
す
る
。

／

企
業
の
社
会
貢
献
や
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

に
つ
い
て
は
、

昨
秋
死
去
し
た
米
経
済
学
者

の
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
著
書

弓
資

本
主
義
の
自
由
』
（
マ
グ

ロ
シ
ヒ
ル
好
学
社
）

の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

「企
業
の
社
会
的
責
任
は

一
つ
し
か
な
い
。

そ
れ
は
利
潤
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

企
業
の
社
会
的
責
任
と
称
し
て
経
営
者
が
独

断
で
慈
善
事
業
な
ど
に
寄
付
し
た
り
す
る
の

は
、

企
業
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
株
主
に
対
す

る

一
種
の
背
任
行
為
で
す
ら
あ
る
」。

だ
が
、

そ
れ
を
額
面
ど
お
り
に
受
け
止
め
、

社
会
貢
献
を
否
定
す
る
企
業
は
今
や
ほ
と
ん

ど
な
い
。

社
会
貢
献
は
、

消
費
者
や
市
民
か
ら
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アヴェダ
(ミネツタ州)
― ・aVeda com

トムズ。オブロ
メイン
(メイン州)
帥 tomsofmaine com

GA:AM
(コ回ラド州)
m galam com

芽ヱ鮎 ぅ
(ヨ回ラド州)
― .ho高zonorganic com

ニユーマンズ・

オウン
(コネテカット州)

マホロベイ・

キャンプス
(米国バージン諸島)
www maho o「宮

パタゴエア
(カリフォルニア州)
― ・patagOnia com

リサイクリン
(マサチユーセッツ州)

― recycline,com

オネストロテイー

(メリーランド州)
mthonesttea com

牛乳、バター

テーズ

ドレッシング
パスタソースなど

環境への負担の少ない農法で育てられた植物由来の成分をベースとしたヘアケア用品や
化粧品などを世界展開している。原料生産地の先住民コミュニティの支援や、再生茉材を

用いたバツケージの推進、世界各国の環境NGOへ の継続的支援など、幅広く環境と社会
の持続可能性を追求。1997年にエスティローター・カンパニーズの傘下入り。

商業用カーペットで世界一のシエア。粗製原料の使用を極力減らし、可能なかぎリリサイク
ル素材を利用。工場の稼動は太陽熱や風力、バイオエネルギーを利用。徹底した省資源化・

効率化により95年から累積で約300億 円のコスト削減に成功。
“
石油に依存しない生産

"

を目指し、徹底的なエコロジー志向を貫いている。

合成保存料、着色料なしのオーガニック製品を販売。収益の10%を 環境 社会活動に携わ

る非営利団体などに寄付。2005年の寄付額は71万ドル。また、地球温暖化防止策として、
ミシガン大学との共同研究などを元に環境インパクトの少ない素材をパッケージに使用。米

製造業として初めて二酸化炭素の排出を相殺している。

防腐剤、人工着色料、甘味料などを徹底排除したオーガニック製品を販売。利益の10%を

環境保全事業へ寄付。全従業員が就労時間の5%を ボランテイア活動に充てている。2006

年5月、歯磨き用品の最大手コルゲート社に買収される。共同創業者のチヤッベル夫妻はこ

れまでの経営理念を崩すことなく成長を続けると声明で発表。

流行に左右されないロゴなし、シンプルなTシャツや下者などを販売。大手アパレルスウェッ

トショップに依存した経営体質を批判し、同規模のTシャツ製造者では唯一外部の労働力を

使わずに時給13～15ドルを払う縫製工場をロサンゼルスに立ち上げた。福利厚生として

従業員に無料英会話教室やランテ代の補助などを提供する。

母なる地球GAIAとl amを掛け合わせた社名。「健康&環 境」を十一ワードとした衣食住関
連の商品を幅広く販売する。1988年の設立以来、LOHAS向 け商品を扱う小規模企業を次々

に買収して事業拡大。2002年 には、業国、オーストラリアでも事業を展開。インターネット、
カタログ販売、直営店舗、大型小売店などで販売している。

成長ホルモン剤を使用していないオーガニックのミルクを材料としたアイスクリームを提供。
品質・安価・地域社会への貢献を経営理念の3本柱とする。北米に430、海外に150店舗を

持つ。毎年、税引き後の収益から少なくとも110万 ドルを慈善活動に提供。2000年 に英食
品大手ユニリーバに買収された。

急速に成長した世界最大手のオーガニツク食品スーパー。米英に189店展開。テラシ配布
や派手な宣伝をせず添加物や保存料を使用しない商品、顧客と地球の健康に良い食品を

扱う。生鮮食品が全体の2/3を占めるのが特徴。収益の5%を 非営利団体に寄付。フォーテ
ュン誌『労働環境の優れた100社』に、2006年は15位に選ばれた。

1981年 に創業されたフェアトレード&オーガニックコーヒーの代表格。『2003フォーチュン・

スモール・ビジネス』誌で米国で最も急成長した企業100社 に選ばれた。グリーンマウンテン=

ヨーヒー・ロースターズのラベルのまま、ニューマンズ オウン・オーガニックのブランド名で

販売されている。

北米で最大のオーガニック乳製品メーカー。風力発電を使用。2004年 、乳製品大手メーカ
ー、ディーンフーズに貫収される。現在のオーガニック基準が適応される2000年 以前の
1991年 からオーガニック基準を実践してきた。しかし、2006年 、その基準に則つていないと
いうことで、米オーガニック消費者協会(OCA)よ り不買運動がはじまる。

1988年に創立された、全米Nolの 家庭用自然用品のブランド。環境や人体に悪影響を及
ぼすリン酸や奉性のものを一切使用せず、微生物により分解される環境を考えた洗剤や漂
白剤を販売。社名の出来は、「私たちのこの今の決定が、7世代先まで影書を及ぼす」という
ネイティブアメリカンの提から来ている。

1982年 に俳優ポール ニユーマンと友人が起業。主力はドレッシング。全ての商品にニュー

マンの顔が印刷されている。自然素材100%に こだわり、税引き後の収益の全額を教育=慈

善団体に寄付。1982年 から2006年 4月までに約200億 円以上を寄付している。1993年 に
ニューマンの娘ネルがオーガニック商品だけを扱う子会社を設立。

カリブ海に浮かぶパージン諸島のエコリゾート。エコッーリズムという言葉が世界に浸透す
る前の1976年 に開業。建築には、ガラスのタイルやゴムタイヤを再生した「プラステツク・ラ
ンバー」と呼ばれる再生建材を使用。日光や雨水による発電で運営している。1カ月120時

間労働する代わりに、滞在費が無料になるプログラムも。

風力発電を100%利 用した初のビール醸造会社。二酸化炭素排出を削減するために、99

年に火力から風力に転換。それ以来、全米のクラフト・ピール業界第3位と急成長を続ける。
グリーン企業の成功例として注目を浴びた。2005年 は、35万バーレル(樽)以上ものビー

ルを販売。アンバーエールの「ファット・タイヤ」が人気。

世界で初めてペットボトルから再生したフリースを発売。有機コットンのシャツを先駆け販売。
ノウハウをナイキなどに供与。環境に与えるインパクトを最小限に抑えるために、リサイクル・

ポリエステルや無農薬の有機コットンのみを使用している。売上の1%を 「地球税」として環
境保護団体に寄付。

リサイクルプラスチックを使つた歯ブラシやカミソリ、テーブルウエアを製作。カラフルなデザ
インが特徴。オーガニックョーグルト大手のストーニーフィールドファームから提供されるヨ
ーグルトカップが主なリサイクル資源である。歯ブラシやカミソリの柄のプラステツク部分の
約65%が 、このヨーグルトカップから作られている。使い古した歯ブラシを同社に無料で返
送でき、返送されたものは、プラステック ランバーに再生されている。

オーガニックやフェアトレード認証を得た茶葉を使つた甘さ控えめのアイスティーやティーバ

ッグを販売。米クロウインデイアン居留地とのフェアトレードによるペバーミントティーが有名。
パートナーシップを組んでいるフオード・モーター社のフオード・エスケープ・ハイブリツド車で

全米各地を回り、同社の商品とハイブリッド車を同時にプロモートしている。

艦鱒 1鍋
論盈淵劉
ン 科劉

脇 翻鉛
アウトドア用品
ジャケット・シャツなど

歯ブラシ、カミツリ
テーブルウェアーなど

アイスティー、茶葉
レモネードなど
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地球温暖化対策への取り組みとして、企業や個人が排出する温室効果ガスの相殺(=オフ
セット)を手掛ける。顧客によるC02排 出削減■の購入や投資が、米サウス・ダコタ州の先
住民族属留地内の風力発電施設の建設や、自営酪農場のメタンエネルギーブロジェクトな
どの再生可能エネルギー事業の開発資金に回されるという仕組み。一般個人価格はC021
トン当たり12ドル。

全米最大のカーシェアリング会社.ひとつの車を何人もの人が時間交代性で使用するとい
うシステム。燃料費、保険代、駐車場代も料金に含まれる。マイカー所有のコストを回避し、
環境へのインパクトを軽減することができる。現在、全米では8万人以上のメンバーが2500
台の車をシェアしている。シカゴ、サンフランシスコ、ボストンなど7つの大都市を中心にサー

ビスを提供。06年 11月に、ロンドンに進出することを発表。ハイブリッド車も提供。

2001年 に創立されたオンライン花屋。契約農家で有機、ほ農葉栽培された花を使つた花
束やリースを中心に、ギフト用のオーガニックのテョコレートやフルーツ、ナッツなどをインタ
ーネットで販売。また、ホールフーズ・マーケットを含む自然食品ストアーでも販売している。
花束の代金の一部は、WWFな どの環境団体に寄付される仕組みになつている。

非営利団体のLeave No Trace社とパートナーシップをはかり、「リーブ ノー・トレイス(轍を

残すな)」の精神に基づく自然保護活動を展開。毎年、米国の東部と西部の2テームに分か

れ、それぞれが国立公園や教育機関など全米48州をスバル車で回りながらアウトドア教育
を展開。2006年時点で、800万人を教育。

地域の社会問題解決を図る事業に融資する、地域開発銀行のパイオニア。低所得者向け
の住宅建設・改築プロジェクトや、マイプリティ経営の小規模事業への融資を通じて、1970

年代に荒廃が進んだシカゴ近郊の地域を再生させた。その実績をもとに、デトロイトやクリ
ーブランド、西海岸の都市にも進出している。

化学物質を使用しない自然派リフォームの最大手。2002年 に塩化ピニルクロスの使用を業界で初

めて禁上して以来、化学物質を排除した住まい作りに着手。にかわの推右剤、EM差 涼土、建具など

のオリジナル建材の開発にも取り組む。2005年 秋にはショールーム「LOHASス タジオ」をオープン。

島700世 帯が加入している有料会員制度では、メンテナンス主 生活全般のサポートも行なつている。

原料から製造に至るすべての工程でオーガニックの認証を取得。2002年 から製造現場の改革とス

タッフ教育にお手。2005年 6月には、有機認証機関エコサートQ:Aジャバンを通じて、壊具等の環境

串維としては世界初となる国際的な有機盟証を取得した。2006年 経済産業省消費者志向優良企

業「品質安全部門」受賞。社長以外のスタッフはすべて女性。

自社のノウハウで次 に々リゾートホテルを再生させる「リゾート経営の達人J。星のや軽井沢をはじめ、
リツナーレ小淵沢など国内に12つのリゾートホテルを運営。環境に対する負荷を最小限にとどめな
がら、最高の傾害満足と、一定以上の収益を生み出す3つの基準を設定。2003年グリーン購入大

賞環境大臣賞受賞。エコツアーを行う(株たルキオは、2005年の環境省エコツーリズム大策を受賞,

ハーブ、アロマテラピーを広めて四半世紀。ドライハーブ約300品 種、エッセンシャルオイル約180品

種を35か 国の生産者から輸入。顧客とともに用途開発を進めながら、ハーブやアロマテラピーの普

及に努める。直営・提携店は全国で120店 舗。毎年一つ以上の新業態を開発し、最近ではスリラン

カの伝続医学アーユルヴニーダの普及に注力。男性用商品や食品分野への進出も81画している。

環境ソリューション事業で上場。自社の再資源化加エエ場で様々な品種の産業廃棄物を再資源化

する事業を展開。CSRコ ンサルティングや森林認証事業、お洋認証事業、′`イオガス発電施設の運

営も行なつている。2005年 7月には、持続可能な農林水産業の調査研究や事業開発を手掛ける「持

競可能経済研究所」を京都に開般。2006年 6月にヘラクレス上場。

年間700万 冊の本を回収する日本最大のオンライン中古書店。1998年 ブックオフコーボレーション

(株)の起業家支援制度の第1号として設立された(株)ブックオフウェーブが前身。2000年 にオンラ

イン中古書店 「eBooKOFF」 を開殴。本年1月より、買取1件につき50円 をNPOに 寄付する「スマイ

ルエコプrlグラム」を開始。今後は、子供服やスポーツ用品のリサイクルも8t画している。

バングラデシユのジュートでバッグの製造=販売にカ レンジ。同国の大学院で開発学を作めた山口

絵理子さん(25)が 20064再 月に起業。環境負荷の少ない素材で、同国の主要輸出品の一つであ

るジユートを活用したバッグの製造・販売にチャレンジ。ビジネスを通じた国際貢献を目指す。

携帯電踏などをカギ代わりにして利用できるロッカー型受け渡しシステムを全国で展開。2005年 に

は、日本郵政公社との提携で、同システムを用いた公共の場での小包受け渡しサービス「Postcube」

をスタートさせた。宅配便の配達で最後の約2キロに要するトラツク運送(平均3回 )をなくすことで、

C02排 出削減という環境効果を狙う。

自然との共生、環境との調和を目指し、農葉をなるべく使わない農業を広めて30余 年。「大地宅配」

は、1975年 に発足した市民団体 「大地を守る会」の活動から始まった通販事業。現在では全国

名500の 生産者と提携。約7万7千人の会員に、宅配で野菜・食品を属kい る。「100万 人のキャン

ドルナイト」を提案、事務局を務めるなよ ライフスタイル提案も積極的に行つている。

日本にフエアトレードを広めた立役者の1人、英国人サフィア・ミニーさんが1991年 に設立したNGO「グ

ローバル・ヴィレッジ」の販売部門として、95年 に事業イLア カ 、アフリカ、高米の20ヶ国、60団体と共

同で、商品を開発し、輸入 販売している。IFAT(国 際フェアトレード連盟)の思定を受けている。東京

自由が丘と表参道の直営店、通販のほか、日本全国の約300の 取扱店で販売されている。

木の文化の伝承、森の再生など木と総合的に向き合つて30年 。「100年 かかつて古つた本は100年

使えるモノにJ「お椀から建物まで」「子ども一人、ドングリー粒」を合言葉に、1974二 稲本正さんら
5人の仲間が創設した工芸村。再生可能な資遍である木を素材にして、伝統工法を用いた「健康と

環境に良い」木製品づくりを続に いる。木工の技術よ 森林の専門家の青成や、全国でね樹・有林
活動も行つている。

1999年 から自然エネルギー機器の製造・コンサルティングに転換。目指すは「村の観治屋」。デンマ
ークの「地域でエネルギーを自給自足するしくみ」を積極的に提案。ものづくり屋の視点から、技術・

人をどう持続可能な社会に生かすかをテーマに、市民ギ胃交・自治体・企業との自然エネルギー事業
を協的。海外では、マーシャル着島などに自然エネルギー機器の導入、CDM(ク リーン開発メカニズ
ム)事業等を推進。
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利
益
を
同
時
に
生
み
出
す
場
合

は
、

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
と
株
主
価
値
は
融

和
す
る
と
主
張
し
た
。

要
す
る
に
、

企
業
の
本
業
に
通
じ
た
社
会

貢
献
で
あ
り
、

そ
れ
が
間
接
的
に
も
本
業
に

メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、

企
業
の
社
会
貢
献
は
戦
略
的
投
資
に
な
り
う

る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、

現
状
で
は
、

戦
略
的
な
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
実
行
し
て

い
る
企
業
は
、

ま
だ
少
な
い
。

エ
ス
テ
イ
・
ロ
ー
ダ
ー
傘
下
の
化
粧
品
ブ

脇 酬

ジップカー

(マサチューセッツ州)

m・ ZlpCar.com

スパル・オブ・アメリカ
(ニュージャージー州)

― subaru com

ショア′`ンク
(イリノイ州)

― .shorebankcorp.com

ハート
(高知県高知市)
― heart―kochijp

生活の木
(東京都渋谷区)
m treeolife co打p

ネットオフ
(愛知県大府市)
― ebookoicojp

エックス・キユープ
(東京都中央区)
― ・X‐Cubetco可p

大 地
(千葉県千葉市)
― .daichi,orづp

ン ‖

論千品帥

エイワット
(大阪府堺市)
m eiwat.cojp

※エコバリューアップファンド1号のみ公表。

<選 定基準>① 創業者や経営者自身が、環境問題や社会貢献などについて高い意識をもち、使命感がある
②ブームや時流に流されず、独自の活動を続けている。他社にできない決断ができる
③環境や社会貢献への取り組みを社是やミツションで明文化している

紬 判

(埼玉県さいたま市)
― .okuta,com

(東京都千代回区)
帥 .amta‐nettcoづp



延 コ
環境提 康・社会貢献― 北 とは違う略1社J良 心 が 経 営 を 変 え た

ン 掛整劉ン欝ン襴ン縄
蘇繍孟雙,3運嬰欝璽竪攣劉

省電舎
(東京都中央区)
― 。shodensha.com

リボーン
(東京都新宿区)
叩 rebornttapan.com

B&Q
(英イーストレイ)
― .diy.com

ベ ー シ ック

(ドイツ=ミュンヘン)
― basic―ag.de

ヴェルナー
&メ ルツ
(ドイツ・マインツ)
m.frosch.de

ヴェレダ
(スイス・アーレスハイム)

― weleda com

トリオドス′`ンク
(オランダ・ゼイスト)
― triodoS・Com

オ ンテ ックス

(ベルギー=ゼーレ)
― .moltex de

バイオダイナミック農法のデメター盟肛を化粧品としては世界で始めて取得した,ドイツを代表す
る自然化粧品メーカーの1つ。化学物質や機械を使わずに冷圧搾法で抽出する「太陽漫出法」に
よつて、商品質のハーブや花の活性成分をオイルや酢に移すという高度な技法を売り物にしてい

る。こだわりの素材と製法でつくられた製品は、自然化粧品愛好家の間で評価が高い。

◇「オルタナ」では、環境や社会貢献、健康にまつわる活動などにおいて先進的な取り組みをする企業を今後と

も積極的に取り上吹 いきます。次号からはこうした企業のルポの連載を開始しま曳 S期 待下さい。

/日 本・欧州
ラ
ン
ド
、

ア
ブ
エ
ダ
の
『土
壌
か
ら
製
品
ま
で
』

と
い
う
考
え
方
は
そ
の
点
、

注
目
し
て
よ
い
。

同
社
は
香
料
や
化
粧
品
の
材
料
を
発
展
途
上

国
か
ら
調
達
す
る
こ
と
が
多
い
。

原
材
料
の

調
達
先
で
あ
る
先
住
民
族
や
地
域
住
民
と
の

間
で
誠
実
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
を
築
き
、

彼
ら
の
精
神
や
伝
統
文
化
を
製
品
に
も
反
映

さ
せ
る
こ
と
を

「環
境
と
社
会

へ
の
責
任
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

シ
ヤ
ン
ノ
ー
や
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ナ
ー
に
配

合
す
る
オ
イ
ル
原
料
の

一
例
、

「タ
マ
ヌ
・
オ

イ
ル
」
の
調
達
先
、

太
平
洋
■
ハ
ヌ
ァ
ツ
の
島

も
そ
の

一
つ
。

０５
年
に
は
日
米
欧
の
ス
タ
ッ

フ
約
１０
人
が
島
を
訪
れ
、

各
自
が
母
国
か
ら

持

っ
て
き
た
鉛
筆
な
ど
の
文
房
具
を
原
住
民

に
配
っ
た
り
、

現
地
の
教
室
に
資
金
援
助
を

し
た
り
し
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
来
、

「資
本
主
義
社
会

は
個
人
や
企
業
が
利
潤
を
最
大
限
に
追
求
す

る
こ
と
で
調
和
す
る
」
と
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、

「最
大
限
の
利
潤
」
だ
け
で
は
な
い
価
値
観
を

経
営
の
根
幹
に
置
く
動
き
は
、

企
業
と
社
会

を
取
り
巻
く
新
し
い
う
ね
り
と
も
い
え
そ
う

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
敬
称
略

日本でのエスコ事業の草分け的存在。エスコとは、工堪やビルなどに省エネルギー対策を施行し、
節約できた金額の一部からフィーをもらう仕組み。省エネルギー製品の製造・販売も。オイルショ
ック翌年の1974年に創業し、86年に会社設立。“年12月、東証マザーズに上場。

企業のCSRや NPOの 活動に即したエコツアーを企画。農山漁村での体験交流〃 ―や、植柿ンアー、汚

外での文化交流ツアーなど幅広い分野【 エコ〃 一の観点を取り入れた企画を手掛けている。今Ⅲ よ

リサイクル天ぶら油を燃料にしたバスを使つた全国争 ラバンも企画中。東京 渋谷を中心に展開する地

域通貨「アースデイマネー採めワー代金の一部を支払えるといつたユニウ な取り組みも韓 、

立地、店内の雰囲気、オリジナル商品など、自然食品店イメー方 ップの旗手。「自然と共存するため、

不自然な行動をほむ。すべての生命力を、余すことなく活用する。その意志を、次の世代へと稚続す

る」という考えのもと、オーガニックというライフスタイルを広めている。1978年 に1号店をオーブン。

82年 に会社設立。首都圏を中心に30店 舗 (直営店27、フランチャイズ店3)展開。

世界第3位 の大手ホームセンター。環境に配慮した森林管理認証 (FSCな ど)を得た木材製品を

できる限り使用。人体に有害な揮発性有機化合物 (VOC)の 使用削減に取り組むほか、製品に

使用してはならない化学物質リストも公表している。店爺の所在地周辺にある非営利団体や学校、

老人福祉施設による活動を支援するシステムを設けるなよ 地域社会への貢献にも熱心。

英国の大手百貨店チェーン。食品分野では、フェアトレード製品や漁業資源管理認証 (MSC)を

得た水産物を積極的に販売するとともに、遺伝子組み換え(GMO)原 料を可能な限り排除する

方針を打ち出している。最近では、同国の大手百貨店としては初めて、フェアトレードによる100%

オーガニックコットンのシャツや靴下の販売も始めた。

環境負荷の少ない(電池を使わず、ねじ巻きや太陽光バネルによるこ遍)手法によつて、途上国
の人 の々生活水準の向上に必要な家電(携帯ラジオや懐Ⅲ電灯、携帯電話充電器など)を開発・

生産・販売している。同社の製品は、傘下のフリープレイ財団による途上国支援事業でも用いら
れている。

ドイツ初のオーガニックスーパーチェーンとして大成功。食料品は原則としてEUの 有機認証を得

たもの、化粧品や日用品も環境や人体への負担の少ない製品認証を得たものを取り揃えている。

今年は、初の海外店をウィーンにオープンさせた。

植物性原料主体で環境にやさしい家庭用洗剤として世界的にも知られるフロッシュ(Frosch、日

本隠で「カエル」の意味)ブランドを持つ日用品メーカー。フロッシJまリン酸をはじめとする暮性
のある化学物賃を使用せず、100%に 近い生分解性を誇る。環境保護団体と協力して、本社のあ
るライン川流域の環境浄化プロジェクトにも取り組んでいる。

1922年 誕生の自然化粧品メーカー。人智学者ルドルフ・シュタイナーが提唱し、有機農業の中で

も高度な手法として知られるパイオダイナミツク農法による来材から作られたスキンケア製品や

格油などを取り揃えている。現在は世界20カ 国以上でブランド展開しており、ハリウッドのセレブ

にも愛用者が多い。

有機農業やグリーン建築、自然エネルギーといった社会性の高い事業に限定して融資するソー

シャルバンクとして欧州を代表する存在。オランダや英国など5カ国で事業展開している。最近で

は、代管医療による治求をカバーする医療保険の販売も始めている。

"環
境にやさしいおむつ

"の
代名飼として欧米で知られるモルテックス(MOLTEX)プ ランドを持つ衛

生用品メーカー。モルテックスは、塩来漂白されていないセルロース100%素 材の使い切りおむつ。
おむつ本体の生分解来材の使用比率を徐々に引き上げたり、パッケージに生分解プラステツクを使

用するなど、使い捨ての紙おむつの世界に可能な限り環境に配慮するという新たな視点を持ち込ん

で注目されている。

エコツーリズム専門
旅行代理店

締員秘晟掃鹸|ン鋼雛熙懇   襴
ン 孟|ン

論蕊窒劉
絋 ic‖ン

統絲 |ン

自然化粧品

使い切りおむつ

生理用ナプキンなど
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